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危機管理委員会先進事例調査

平成30年９月７日（金）本会危機管理委員会の先進事例調査として、富山県富山市婦中

町にある株式会社富山環境整備を訪問する機会を得ました。

株式会社富山環境整備では平成29年12月に「次世代育成支援対策推進法に係る行動計画」

を、平成30年４月には「女性活躍推進行動計画」を策定、労働環境の充実や雇用環境の改

善を図られ、人材確保・人材育成を積極的に進められています。より良い人材の確保、働

き続けられる労働環境の整備はわれわれ産業廃棄物処理業界にとっては喫緊の課題であり、

それについて調査を行いました。

第26回 株式会社 富山環境整備

■概 要

代表取締役 松 浦 英 樹

資 本 金 2,000万円

年 商 97億円（2017年度）

社 員 390名

創 業 昭和47年（1972）

所 在 地 （本社・吉谷事業所）富山県富山市婦中町吉谷３－３

事業所面積 約75ヘクタール（東京ドーム16個分）
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事 業 内 容 産業廃棄物収集運搬 産業廃棄物中間処分業 産業廃棄物最終処分

一般廃棄物収集運搬 一般廃棄物中間処分業 一般廃棄物最終処分

プラスチック再生（リサイクル） プラスチック製品製造 木製品製造

道路維持修繕工事 一般土木工事 各種槽内清掃 農作物・花卉栽培

計量証明事業

収 集 運 搬 車両56台を保有

処 理 品 目 産廃17品目、特管10品目

低濃度ＰＣＢ廃棄物に関する広域認定を受け、全国各地の運搬要請に対応する。

産業廃棄物処理業 破砕・選別・焼却（焼却能力：144ｔ／日、発電併用焼却施設1,500kwh）

最終処分（埋立容積：8,973,520�、埋立面積：231,300㎡、予定期間：平成50年）

■沿 革

昭和47年10月 トヤマロードサービスを個人創業

昭和48年12月 有限会社富山環境整備に社名変更

昭和49年５月 産業廃棄物収集運搬業取得

昭和60年12月 産業廃棄物処分業取得

産業廃棄物安定型処分場（旧処分場）設置

昭和63年２月 株式会社富山環境整備に社名変更

平成４年５月 産業廃棄物最終処分場（第１期処分場）設置

平成５年10月 産業廃棄物最終処分場（第２期処分場）設置

平成５年12月 産業廃棄物圧縮・減容施設設置

平成７年３月 一般廃棄物処理施設設置（圧縮・減容施設）

平成10年８月 産業廃棄物選別施設設置

平成11年９月 産業廃棄物破砕・選別施設設置（婦中町吉谷）

平成12年４月 一般廃棄物処理施設設置（圧縮・結束施設）

平成12年８月 プラスチック再製品化施設（リバース工場）設置

平成12年９月 汚泥・残土再資源化施設（選別・分級・脱水）設置

平成13年３月 一般廃棄物処理施設設置（再材料化施設）

産業廃棄物再材料化施設設置

産業廃棄物圧縮・減容（ラージベール）施設設置

平成14年11月 産業廃棄物最終処分場（第３期管理型処分場）設置

平成19年５月 生物処理・中和施設設置

平成20年３月 キレート・吸着処理施設設置

平成20年11月 発電併用焼却施設（リバースパワー）設置

平成21年１月 特別管理産業廃棄物処理業取得

平成22年４月 汚染土壌処理業取得

平成22年７月 自動車リサイクル法施設認定

平成23年２月 計量証明事業登録

平成23年４月 優良産業廃棄物処理業認定

平成24年６月 微量ＰＣＢ汚染廃電気機器無害化処理大臣認定

平成25年２月 低濃度ＰＣＢ廃棄物無害化処理大臣認定

平成27年06月 次世代施設園芸施設竣工
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株式会社富山環境整備の人材確保、人材育成

の取組みは以下の通りです。

株式会社富山環境整備では、次の世代を担う

子供たちが健やかに生まれ育つ環境を作るため

に行動計画を策定し富山労働局に届出をされま

した。

平成29年12月25日

株式会社富山環境整備行動計画

【基本方針】

従業員が仕事と生活の調和を図り、従業員全員が働きやすい環境を整備することによって従

業員がその能力を十分に発揮できるようにするため、次のように行動計画を策定する。

【計画期間】

平成30年１月１日～平成32年12月31日

【計画内容】

≪子育てを行う労働者等の職業生活と家庭生活との両立を支援するための雇用環境の整備≫

目標１：職場環境を見直し、女性が就労しやすく活躍できる職場環境形成を図る。

＜対策＞

平成30年１月～ 職場環境の確認、調査

平成30年５月～ 職場環境の改善の実施

≪働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備≫

目標２：年次有給休暇の取得数を前年度より１日の増加を図る。

＜対策＞

平成30年１月～ 年次有給休暇の取得状況の把握、人員配置状況の把握

平成30年３月～ 労働環境の改善を図る。

平茂30年５月～ 年次有給休暇取得促進を周知する。

≪次世代育成支援対策に関する事項≫

目標３：従業員の家族を対象とした職場見学会の実施。

＜対策＞

平成30年１月～ ニーズを調査し、検討開始

平成30年９月～ 見学会を定期的に実施
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また、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づき、女性が職業生活において、その

希望に十分に能力を発揮し、活躍できる環境を整備するため、以下の行動計画を策定されました。

平成30年４月20日

株式会社富山環境整備行動計画

女性の活躍の推進を行うため、次のような行動計画を策定する。

１．計画期間 平成30年４月１日～平成32年３月31日までの２年間

２．内容

目標１：女性の平均勤続年数を６年以上にする。

＜対策＞

●過去５年以内に入社した女性の人数が７割以上を占めるため継続勤務できる環境を整備

する。

●なんでも相談室を開設し、仕事の相談等上司以外にいつでも気軽にできるような環境を

構築する。

目標２：育児のための時間を取得しやすくする。

＜対策＞

●結婚、妊娠、出産、育児及び介護等の事由により、女性社員が会社を退職することなく、

継続して就労することを定着させるとともに、仕事と育児の両立を支援する体制を整え

る（業務をチーム化し、休暇を取得した場合はチーム内でフォローできる体制を構築す

ることで、休みやすい環境づくりに取り組む）

目標３：月一度のノー残業デーの実施を呼びかけ、所定外労働を削減する。

＜対策＞

●掲示板や社内グループウェアにより定期的にノー残業デーを作り社員への通知を行い、

所定外労働の削減を推進する。

併せて、せっかくの機会ですので、吉谷事業所を見学させていただきました。同社は、約75ヘクタール

の広大な敷地内で破砕・選別・中和・凝集・脱水・焼却、最終処分を同敷地内で迅速に完結させる国内で

も稀な処理施設です。全国からの低濃度ＰＣＢ廃棄物についても手広く受入をされています。また廃棄物

由来の資源利用としてはリバース事業の再生プラスチックパレットの製造と焼却排熱を利用した発電併用

焼却施設の電気・温水を利用した次世代施設園芸の栽培施設などの取組みにも力を入れています。



C L E A N L I F E

CleanLife2018.1228

■株式会社富山環境整備 吉谷事業所の施設

ＩＩ

ＥＥ
ＤＤ

ＢＢ
ＡＡ

ＫＫ

Ａ 再資源化原料製造施設・再資源化製品製造施設 Ｅ 最終処分場（管理型）

Ｂ 破砕・選別施設 Ｉ 発電併用焼却施設

Ｄ 低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設 Ｋ 次世代施設園芸による園芸栽培施設

Ｂ、破砕・選別施設

■混合廃棄物、建設系廃棄物等の選別を行っている。

選別分類

リサイクル可能物「廃プラスチック」、「金属くず」、「コン

クリート」、「良質石膏ボード」。

焼却可能な可燃物、

再利用できない不燃物に分ける。

■ハンマー破砕機で150㎜以下に破砕、振動スクリーンで20

㎜以下のものを篩分け、風力選別機で20㎜以上のものに選

別。（破砕選別能力：1,216ｔ／日 18,000ｔ／月）

取扱廃棄物品目

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、

がれき類。
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「可燃物」は、自社発電併用焼却施設の発電とトランスヒートコンテナによるサーマルリサイクルに、

「廃プラスチック」は、自社リバースシステムの原料化（マテリアルリサイクル）と他社サーマルリサ

イクルの燃料として固形燃料を製造販売。「金属くず」は、他社銑鉄再生原料、「その他不燃物」は自社

最終処分場に埋立処分。

Ｄ、微量ＰＣＢを含む低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設

2012年から微量ＰＣＢ汚染廃電気機器等の処理に係るＰＣＢ廃棄物処理を手掛け、2015年実績7,950.

9ｔの委託処理を行う。（2012年９月～2015年３月）

写真：低濃度PCB保管施設
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Ｉ、発電併用焼却施設（リバースパワー）

中間処理間施設から発生

する可燃物や残渣のほか、

汚泥、廃油、動植物性残渣

なども混合して焼却。

焼却はロータリーキルン

方式で行われ、廃熱を利用

して発電し、冷却・脱硝・

集塵することで大気汚染の

主な原因となる排ガス中の

ダイオキシン類や窒素酸化物などの有害物質を除去します。廃棄物の焼却で得られた廃熱を利用して最

大約1,500kwhの発電を行い、自社施設の施設園芸などに利用。

処理能力：144t／/日（24時間稼働）

E、最終処分場（管理型）

埋立面積：231,300㎡（平米）

埋立容積：8,973,520�（立米）

埋立計画は平成50年度まで埋立可能としている。

種 類：燃えがら、汚泥、廃プラスチック類、

紙くず、木くず、繊維くず、動植物

性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、が

れき類、ばいじん、政令13号廃棄物（石綿含有産業廃棄物含む）、 自動車等破砕物（ＡＳＲ）

遮 水 工：掘削面に保護マット／遮水マット／保護マット／遮水シート／遮光マット／保護土（50セン

チ厚）の６層構造

浸出水処理：活水汚泥処理など最適な処理方法で処理し、処理水については、焼却炉の冷却水として使用

する。

Ａ－１、（再資源化原料製造）リバース原料製造施設

リバースシステム原料製造工場では、一般家庭から分別回収した容器包装材を破砕・洗浄・圧縮してリ

バース製品に合わせた原料を加工する施設です。

■（軟質系ペレットミル処理）圧縮・減容（造粒）施設

プラスチック製容器包装又は廃プラスチック類のうち、かさ

比重が小さい軟質系のプラスチックを主に処理する施設で、破

砕・洗浄・乾燥・造粒し、ペレットミルを製造。リバース製品

原料用として使用。
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■（成型物フレーク化処理）破砕・洗浄施設

プラスチック製容器包装又は廃プラスチック類のうち、かさ比

重が大きい硬質系のプラスチック（成型物）を主に処理する施

設で、破砕・洗浄・乾燥し、フレークを製造。リバース製品原

料用として使用。

■（発砲スチロールインゴット化処理）破砕・圧縮施設

プラスチック製容器の白色トレイ又は、廃プラスチック類の発

砲スチロール等を主に処理する施設で、破砕・圧縮し、ポリス

チレンのインゴットを製造。インゴットはペレット化されポリ

スチレンの原料用に再利用。

■（ＲＰＦ）加工燃料 廃プラスチック圧縮・減容施設

廃プラスチック圧縮・減容施設は廃プラスチックの固形燃料化

を目的とした施設で、廃棄物の中のプラスチック類を圧縮・減

容し、固形燃料（ＲＰＦ）に加工。工業用ボイラーの燃料に利

用。

■廃プラスチック容器包装圧縮・結束施設

容器包装リサイクル法に基づいて市町村が回収したペットボト

ル及びペットボトルを除くその他プラスチック製容器包装のベー

ル化（圧縮・梱包・保管）施設。プラスチック製容器包装の再

商品化業務への円滑化と推進。

■廃プラスチック類圧縮・減容（ラージベール）施設

受入れた廃プラスチック類の飛散防止及び減容化施設。再資源

化施設等で有効利用。現在３つの工場が稼働しています。
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Ａ－２、（再資源化製品製造）リバースパレット生産施設

リバース製品製造施設は、自社再資源化原料100％原材料としたリバースパレット製造の一貫した自

社生産体制により年間最大80万枚の生産能力がある。

■製造工程

プラスチックを溶融機で220℃～250℃に（ゲル化）溶かし、プレス成型器にゲル化した原料プラスチッ

クを投入、プレス成型器（3000ｔ：５機）・射出機（1,800ｔ：２機、1,200ｔ：２機）で圧縮成型後、

ゴム打ち、溶接機、完成検査を経て完成する。

写真：再生パレットと軽量敷板

K、次世代施設園芸導入による園芸施設栽培施設

農林水産省「次世代施設園芸導入加速支援事業」は、施設の大規模化・集約化によるコスト削減、Ｉ

ＣＴ（情報通信技術）を活用した高度な環境制御技術で安定した収穫量の実現、地域雇用の創出、化石

燃料からの脱却により施設園芸を次世代に向かって発展させることを目的としており、古谷事業所では

廃棄物処理の焼却排熱を利用した発電施設併用焼却施設の電力・温水リバースエネルギー活用により化

石燃料からの脱却を図っている。またＩＣＴ技術を使った高床式水耕栽培・（温度・湿度・CO２濃度の

調整を行う）加湿栽培システムにより周年にわたる安定的な収穫を行える。
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■設備・施設概要

温室及び冷暖房設備 28棟（４ヘクタール）

種苗供給施設 ２棟

出荷調整施設 １棟

廃棄物由来の焼却発電ボイラーと熱電供給システム

（トランスヒートコンテナ）

■園芸栽培品種

○フルーツトマト（フルティカ）

作付面積：2.8584ha

目標収量：505ｔ

○花卉（ラナンキュラス・トルコキキョウ）

作付面積：1.2ha

目標収量：143万本

■質疑応答

Ｑ１ 安全教育・安全対策についてどのように行っていますか？

Ａ１ 安全衛生委員会を設置して月１回開催。

場内の安全パトロールは専属の安全係員が随時巡回の実施。

リスクアセスメント等の専門教育はコンサルタントを招き、専門家の意見を取り入れ毎年行って

います。基本的な安全教育は事業部毎、社員教育も同様に事業部毎に行っています。

Ｑ２ 工場内の清掃をどのように行って居りますか？

Ａ２ １日の三交代勤務就業時の最後に都度、清掃を行い常時場内環境を保っている。

Ｑ３ 産廃業のイメージアップについて、次世代に向けた産廃業事業者としての将来展望は？

Ａ３ 地元と保全協議会を設け年３回の報告を行い、地元の意見を積極的に取り入れています。

アグリ事業を通じて会社の認知度も上がり見学者も２日に１件のペースで増えて居ります。

子供達にも解りやすい工場案内の説明に務めています。

アグリ事業の展開は地元雇用の創出と地場産業としての展開と最終的にはアグリ事業と連携した

レストラン経営を目指す。

■最後に

「働き甲斐」のある職場実現に向けた取り組みとしての人材確保・人材育成・女性活躍の推進の働き

改革などは、これまでの廃棄物処理業のマイナスイメージを払拭し、産廃業界の目指す新たな方向性で

あると深く感銘を受けました。また、昨今、プラ輸入資源化に向けて課題が多い昨今、自社内施設で廃

棄物由来の廃プラスチックの原材料から再生パレット製造までを一貫して行えるリバースシステムの強

み、廃棄物由来のエネルギーを有効利用した農作物の次世代施設園芸の数々の事業など、今後のわれわ

れの業務の展開を考えるうえで、大変参考になりました。

公益社団法人大阪府産業資源循環協会危機管理委員会の施設見学会につきましては業務多忙にもかか

わらず懇切丁寧な説明を頂き、また施設をご案内頂いた営業本部 部長 中山様、営業課課長 河村様、

石坂様に心より感謝申し上げます。

文：野村興産株式会社 佐々木智寅
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